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□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

 定例サロンでの困難を感じている事例の聞き取りを行う。事例共有、区役所との連携を図る。
連携基盤を確立するため 随時の情報交換による現場課題の共有、早期発見に努める。

□ 振り返り

□ 区からのコメント

—具体的な取組内容－

令和８年度 寺尾地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評
価）

—総括表—

◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

　寺尾地区は、鶴見区の中央部から北西部に位置し、坂道が多い地形から、高齢者や障がい者にとって外出や買い物など
日常生活に不便を感じやすい地域です。また小中学校は児童数も多く、長年居住している住民と子育て世代・子どもたちとの
交流やつながりの機会づくりが求められます。
高齢化率および要介護認定率も高い傾向にあり、介護予防や認知症予防に関する普及啓発の継続が必要です。加えて、地
域のボランティア活動は活発である一方、担い手の高齢化が進んでいるため、新たな人材の発掘・育成が課題となっていま
す。
さらに、独居高齢者が多く、消費者被害も見られることから、見守り体制の強化や被害防止に向けた啓発の充実が求められ
ます。

介護予防・健康づくりを地域住民が主体的に行うことができるよう、地域でフレイル予防の重要性を普及啓発し、予防
活動を推進できる人材を育成する。フレイル予防サポーター養成講座の開催。

月１回、５職種会議を行い、各職種と区社協地区担当職員とで、それぞれが得た地域情報の共有を行う。5職種年間
計画を立て、各部門の動きが共有できるよう一覧表を作成。目標・方向性の共有、連携を図る。

地域住民向けに成年後見制度の講座や相談会を、専門職に協力してもらい地域住民向けに開催を継続して行う。

清潔で明るく落ち着いた環境づくりを行い、誰もが安心して過ごせる場として地域のつながりが豊かに育まれることを
目指す。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

看護師１名、主任介護支援専門員1名、社会福祉士3
名、
介護支援専門員１名　計6名

管理者（兼務）1名　常勤2名　非常勤2名　計4名

令和８年度寺尾地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

■予防支援計画の委託に関しては、ご利用者の希望に
沿って行い、特定の事業者に偏らないようにする。
■あらゆる対立する関係からの中立・公正の立場を保
つよう心掛け、偏って支援することが無いように、職員
研修等を通じて継続的に学んでいく。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

■リスクマネジメント活動を通じて、事故対策を行い、可
能な限り、ルール化していく活動を行う。
■個人情報を取り扱う場合はより慎重に行い、保管場
所の施錠、送付する場合にはダブルチェック体制を確
実に行う。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

■利用者本人が目標を理解した上で、その達成のために必要な
サービスを主体的に利用して、目標の達成に取り組んでいけるよ
うな計画を作成し、実行できている。
■ケアプランの中に給付以外のインフォーマルサービス等を組み
込む。地域の特性を生かし「心身機能」「活動」「参加」にバランス
よくアプローチする支援ができている。

【その他料金】

居宅介護支援事業

■関連機関と連携し、包括的継続的ケアマネジメント
が実践できるようになる。
■住み慣れた地域で本人が望む生活が実現できる
よう、個々のACPを実践できるようになる

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者(兼務)１名/生活相談員/１
名/介護職員8名/看護師3名/送迎
運転手3名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
実費分
昼食代８００円
個別活動費　実費

【実施日数】
　週６日（月～土）
【提供時間】
　９：３０～１６：３０
【定員】
　３５名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

利用者の出来ることを維持しつつ、し
たいことに挑戦できるように、自立した
生活を送るための能力を維持できるよ
う生活支援を行う。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

24,352,115 0 24,352,115 0 24,352,115

0 0

0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

24,352,115 0 24,352,115 0 24,352,115

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

14,473,115 0 14,473,115 0 14,473,115
法人本部経費含まれず

14,473,115 14,473,115 14,473,115

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

2,522,000 0 2,522,000 0 2,522,000
法人本部経費含まれず

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

0 0

300,000 0 300,000 0 300,000
法人本部経費含まれず

0 0

0 0

7,804,000 0 7,804,000 0 7,804,000
法人本部経費含まれず

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 0 0

0 0

0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0

0 0

0 0 0 0 0
内

訳 0 0

25,573,115 0 25,573,115 0 25,573,115

△ 1,221,000 0 △ 1,221,000 0 △ 1,221,000 施設利用料相当額控除

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

令和８年度　「寺尾地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目

指定管理料 横浜市より

内

訳

受領額

戻入額

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）

雑入

内

訳

印刷代

自動販売機手数料

その他

その他

収入合計

支出の部

科目

人件費

手数料

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

その他

事務費

内

訳

本俸

社会保険料

手当計

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

内

訳

備品購入費

その他

事業費

内

訳

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）

その他

内

訳

旅費

消耗品費

会議賄い費

公租公課

内

訳

地域協力費

管理費

内

訳

光熱水費

清掃費

機械警備費

設備保全費

内

訳

自主企画事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる支出

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計

差引

自主企画事業費　収入

自主企画事業費　支出

共益費

その他

その他

修繕費

太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）



収入の部 （単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

34,957,605 0 34,957,605 0 34,957,605

0 0

0

154,000 154,000 154,000 横浜市より

30,000 30,000 30,000 横浜市より

6,395,100 0 6,395,100 0 6,395,100 横浜市より

0 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

41,536,705 0 41,536,705 0 41,536,705

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

33,544,705 0 33,544,705 0 33,544,705
法人本部経費含まれず

33,544,705 33,544,705 33,544,705

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

2,538,000 0 2,538,000 0 2,538,000
法人本部経費含まれず

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

0 0

2,014,000 0 2,014,000 0 2,014,000
法人本部経費含まれず

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

800,000 800,000 800,000

154,000 154,000 154,000

400,000 400,000 400,000

30,000 30,000 30,000

0 0

2,314,000 0 2,314,000 0 2,314,000
法人本部経費含まれず

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 0 0

0 0

0 0

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 法人本部経費含まれず
内

訳 0 0

40,536,705 0 40,536,705 0 40,536,705

1,000,000 0 1,000,000 0 1,000,000 地域包括（負担軽減）

0 0 0 0 0

1,384,000 0 1,384,000 0 1,384,000

△ 1,384,000 0 △ 1,384,000 0 △ 1,384,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる支出

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計

差引

自主企画事業費　収入

自主企画事業費　支出

自主企画事業　収支

修繕費

管理費

内

訳

内

訳

光熱水費

清掃費

機械警備費

設備保全費

内

訳

協力医

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【包括】

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【介護予防】

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【生活支援】

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【チームオレンジ】

その他

事業費

内

訳

その他

振込手数料

リース料

手数料

その他

収入合計

支出の部

科目

人件費

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【介護予防】

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【生活支援】

雑入

その他

内

訳

印刷代

自動販売機手数料

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【チームオレンジ】

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【包括】

内

訳

受領額

戻入額

指定管理料【生活支援】

令和８年度　「寺尾地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内

訳

受領額

戻入額

使用料及び賃借料

内

訳

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

備品購入費

内

訳

公租公課

図書購入費

施設賠償責任保険

共益費

その他

内

訳

本俸

社会保険料

手当計

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

その他

地域協力費

職員等研修費

事務費



2026年４月１日～2027年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

10,620 10,620 22,914 22,914 67,000 67,000 2,700 2,700

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

10,620 0 10,620 22,914 0 22,914 67,000 0 67,000 2,700 0 2,700

5,000 5,000 11,454 11,454 33,728 33,728 0

3,000 3,000 4,440 4,440 15,936 15,936 0

1,000 1,000 72 72 17,172 17,172 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

9,000 0 9,000 15,966 0 15,966 66,836 0 66,836 0 0 0

1,620 0 1,620 6,948 0 6,948 164 0 164 2,700 0 2,700

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和８年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：寺尾地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



寺尾地域ケアプラザ

1
介護者のつどい ほっとオレン
ジカフェ

令和元年
度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

介護者が介護についてを学ぶ機会とした
り、介護者を孤立を孤立させないために意
見交換等を通じて地域と繋がるきっかけと
なることを、目的として開催する。 ５：地域

５月～毎月第４火曜日　13時30分～15時
開催場所：寺尾地域ケアプラザ
ＣＰからの情報提供や介護者同士のピア
カウンセリングの場として開催。

0 0 0 0

2 てらっちボッチャーズ
平成25年
度

７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

ボッチャを通じて、障がい者の理解。
居場所と健康づくりを目的とする。

１：高齢者 2

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年24回　第2、4火曜日14:00～15:30
・体操やボッチャを通して、交流や介護予
防の実践

0 0 0 0

3 さんかく広場
平成18年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

寺尾地区の子育て支援、世代間交流を目
的とする。

３：養育者及
び乳幼児

1

・出入り自由なサロン
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年10回
・午前中は主に季節の工作、昼食をはさ
み午後は音楽、読み聞かせ、講師の方よ
り話など
・見守りボランティアさんの参加あり

0 0 0 0

4
ミニデイサービス「めがねばし
会」

平成9年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

介護が必要な高齢者の介護予防と仲間
作り、外出の機会の提供。

１：高齢者

・参加者は18名
・会場は寺尾地域ケアプラザ
・年間19回、第1，２金曜日
・会食・レクレーションなど
・ボランティアグループ「ひびきの会」と共
催

0 0 0 0

5 キッチンさくらんぼ
平成12年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

独居高齢者や障がい者で調理、買い物が
困難なためバランスのとれた食の確保が
難しい方、世帯を対象に食事の提供と見
守り活動を行う。 １：高齢者 2

・手作りのお弁当を自宅へ届け(手渡し)安
否確認
・年46回、毎週火曜日の昼食
・50食配達
・キッチンさくらんぼと共催

0 0 0 0

6
障がい者余暇支援事業「よるカ
ラ」

平成21年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障がい者の余暇支援を目的とする。

２：障害児・
者

・カラオケ等レクレーション活動を通じての
仲間との交流機会を提供
・会場　寺尾地区センター大広間
・年11回　第2金曜日18:00～
・うち年2回はイベントを実施

0 0 0 0

7
にじの橋「発達が気になる子の
親の集い」

平成30年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障がいのある子供の親のニーズを探り、
地域の居場所づくりを検討することを目的
とする。 ２：障害児・

者
3.4

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・月1回第4水曜日10:00～11:30
・発達が気になる子の親が抱えている不
安やニーズを話し合える交流の場

0 0 0 0

8 みんなで遊ぼう！Fun for Kids
平成19年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

未就園児を中心とした子育て中の母親の
仲間作り、外出の機会の提供

３：養育者及
び乳幼児

・読み聞かせ、季節の工作など
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年9回　第3金曜日10:30～11:30
・みんなで遊ぼう！Fun for Kidsと共催

0 0 0 0

9 チャオ！めがねばし会
平成24年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

支援が必要な高齢者の介護予防と仲間
作り、外出の機会の提供

１：高齢者

・寺尾の縁側を目指し、ふらっと立ち寄れ
るお茶のみサロンを開催
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年10回　第3金曜日10:00～12:00
・ボランティアグループひびきの会と共催

0 0 0 0

10 どくだみ茶作り
平成２７年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域住民同士の交流を目的とし、地域の
素材を生かし、お茶づくりを楽しむ。

５：地域
会場　寺尾地域ケアプラザ
日程　令和7年6月21日(土)13:00～14:30 0 0 0 0

11 ボランティア感謝会 令和4年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

日頃活動しているボランティアを招き感謝
の気持ちを伝え、ボランティア同士交流、
団体紹介、貸館のルールなどを盛り込み
楽しいひとときを過ごす。 ５：地域

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・体操ボランティアによる体操
・折り紙ボランティアによる作品配布
・ケアプラザクイズ
・団体紹介など

12 てらお福まち作業部会
平成16年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域で福祉のまちづくりに関する具体的
な作業を進める会

５：地域

・定期的な事業の段取りを確認。また地域
の情報共有や今後の取組など何でも発言
し合える場を目指している
・会場　寺尾地域ケアプラザ・馬場地域ケ
アプラザ
・年12回　毎月第1火曜日9:30～11:30

13 出張講座・教室 令和3年度
５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

より身近な場所で関心のあるテーマを受
講いただくことで、より効果的理解を深め
る。また、ケアプラザから遠い地区へ出向
くことでケアプラザの周知にもつなげる。 ５：地域

・対象：たまり場キオラ（4/20，6/15）なご
み亭（4/24，6/26）東台ことぶき会（5/21）
・会場　個人宅、ケアプラザ、自治会館
・内容：介護保険の基礎知識、エンディン
グノートの書き方、認知症予防、ロコモ予
防

14 てらお◇お手伝い部隊
平成22年
度

５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

地域住民同士の助け合いを目的にしたボ
ランティア活動

５：地域

・年12回　第4金曜日の定例会
・お手伝い内容：公園の清掃活動、施設の
行事手伝い、草むしり、子育てイベントの
見守りなど
・寺尾お手伝い部隊と共催

15 歌声サロン
平成27年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

介護予防と外出の場の提供

１：高齢者

・ギターの生演奏に合わせてうたを歌う
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年8回(前期4回、後期4回)
歌声サロンを支える会サルビアと共催

うち
オンライ

ン
参加人数

No 事業名
開始
年度

事業
事業の
性質

事業目的
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

事業内容・実施時期

令和８年度　自主企画事業（指定管理事業）計画書・報告書

実施
回数

延べ
参加
人数

合計

うち
オンライ

ン
実施回数

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



16 てら男地域デビュー講座
平成31年
度

７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

寺尾地域ケアプラザエリアで男性が活躍
できる場づくりや介護予防について理解を
深める。

７：その他
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・男性の地域活動のきっかけを作る講座
の開催

17 ぷち💗はぴ折り紙ボランティア 令和3年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の方には折り紙プレゼントを通して季
節を感じていただき、ボランティアの方に
はケアプラザを知り足を運んでもらうきっ
かけとなる。また他職種と連携を取り地域
の方々や関係機関とつながる活動となる
ことを目的とする。

５：地域

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日時　毎週木曜日　10:00～12:00

・ぷち💗はぴ折り紙ボランティアとして、季

節の折り紙作品を500個ほど作り、地域の
方々へ配布。

18 だるま会
平成18年
度

７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

レクりーションや体操を通じての認知症予
防を目的とする。

１：高齢者
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年24回　第2、4水曜日9:45～11:45
・認知症予防レクレーションや講話など

19 認知症サポーター養成講座
平成31年
度

７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

認知症になっても安心して下せる地域を
目指し認知症の正しい理解者を増やす。

５：地域
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日時：
・認知症サポーター養成講座

20
認知症サポーターステップアッ
プ講座

平成31年
度

７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

認知症サポーター養成講座に参加された
方を対象に、サポーターの活動について
考える機会を設ける。近隣のグループ
ホームの協力を得ることで、認知症カフェ
の開催に向けての意識啓発につなげてい
く。

６：地域
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日時：
・認知症のさらなる理解

21 ためなるゼミナ～ル 令和6年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

住み慣れた地域で自分らしく暮らしていく
ために、自身の権利や資産を守ることな
ど、元気な今から知っておいて頂きたいこ
とをテーマに講座を企画する。 ５：地域

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日時：
・消費者被害、相続、遺言、成年後見制
度、、エンディングノート、終末期につい
て、葬儀などの講話と希望者への個別相
談会

22
福まち
福カレー

平成29年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

主に寺尾・寺尾第2地区の地域住民が、
年齢に関係なく楽しく参加できる「みんな
でカレーを食べよう」という福カレーを福ま
ち主催で開催。また、地域情報や地域の
困りごとの収集、個食や孤立を防ぐことを
目的に行う。

５：地域
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日程　毎月第2土曜日・夕食（12月・３月）
・地域食堂

23
福まち
どんぐり山であそぼう

令和4年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域k住民同士の交流と、地域の環境を
活かし地域住民同士のつながりを深める
ため、馬場町第2自治会と公園愛護会の
協力により、馬場2丁目公園で「どんぐり山
であそぼう」を福まちと共催で開催する。

４：子ども・青
少年

5
・会場　馬場2丁目公園(通称：どんぐり山)
・日程　12月10日　10:00～12:00
・どんぐり山で遊び、焼き芋を食べる

24
福まち
昔遊びまつり

平成16年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

昔遊びの伝承や世代間交流を目的に福
まち協議会と共催でてらお昔遊びまつりを
開催する。 ４：子ども・青

少年
3.5

・会場　寺尾センター
・日程　

25 めがね橋まつり
平成26年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の皆さまの交流の場、またケアプラ
ザをより多くの方々に知っていただく事を
目的に、ケアプラザ利用団体の協力をい
ただき、地域の皆様に感謝の気持ちを込
めてケアプラザ祭りを開催する。

５：地域

・会場　寺尾地域ケアプラザ・寺尾セン
ター
・日程　10月26日　10:30～14:00
・寺尾地域ケアプラザと寺尾センターのま
つり

26 てらおなごみ亭
平成24年
度

１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

支援が必要な高齢者の介護予防と仲間
作り、外出の機会の提供

１：高齢者

・寺尾の縁側を目指し、ふらっと立ち寄れ
るお茶のみサロンを開催
・会場　寺尾地域ケアプラザ
・年12回　第4月曜日13:00～15:00
・寺尾地区老人クラブ連合会と共催

27 てらお憩いの場
平成22年
度

４：共催（１と
２）

１：優先的に
取り組み

寺尾・寺尾第二地区で世代を超えた交流
ができる場を増やすことを目的

５：地域 1

・毎月第４金曜日15:00～17:00定例会開
催
・祭りなどで昔遊びを通じた子どもたちと
の交流
・年12回

28
よこはまシニア
ボランティアポイント登録研修
会

平成31年
度

７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

5職種で協力して開催し、ボランティアの発
掘とボランティアを希望する地域住民に活
躍できる場を適宜ご紹介していくボラン
ティアコーディネートを目的に行う。 １：高齢者

・会場　寺尾地域ケアプラザ
・日程　
・会場　寺尾地域ケアプラザ　ボランティア
ルーム

30 出張！プラネタリウム 令和５年度
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

鶴見区在住の障害児者を対象に、普段経
験があまりできないであろうプラネタリウ
ムイベントを開催し親子で楽しんでもらう。
ケアプラザもまだつながっていない方と出
会い、ケアプラザの周知を行う。

２：障害児・
者

3,4

会場　生麦地区センター　体育室
日程　令和7年11月29日(日)10:00～15:30
主催　鶴見区地域活動交流Co連絡会
共催　潮田地区センター
協力　鶴見区基幹支援相談センター
　　　　サイエンスフロンティア高校

31 あみともclub 令和７年度
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

編み物を通して老若男女誰でも自由に参
加し教え合いながらつながりを持てる新た
な居場所

５：地域
会場　寺尾地域ケアプラザ
日時　毎月第２火曜日・第４火曜日
　　　　１３：００～１５：３０

32
もみの樹オレンジカフェ（出張カ
フェ） 令和７年度

６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

認知症の方やそのご家族等全ての方を対
象に、音楽を通して交流・相談・介護予防
や見守りを目的として、もみの樹・横浜鶴
見で認知症カフェ「もみの樹オレンジカ
フェ」が開催してている。集いの場の周
知、参加のしやすさを促進するため、年に
４回程度寺尾地域ケアプラザを会場に共
催で実施した。

１：高齢者 5

会場　寺尾地域ケアプラザ
日時　6/22(木)14：00～15：00
　　　　10/9(木)14：00～15：00
　　　　12/16ｋ(火)15：00～16：00
　　　　3/26(木)15：00～16：00
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